
  

第７回「ツジ」堂の点の数をめぐって
　　　　　　　　　　　　　郷土歴史課　荒井秀規

令和４年度　藤沢市生涯学習大学　放送通信コース

地名の不思議
～知ってなるほど！　藤沢の今昔物語



  

はじめに

「辻」と「辻󠄀」は同じ字　
　ただし、現在は戸籍上は別字扱い



  



  



  



  



  



  

之繞（しんにょう）の点の数をめぐる変遷

昭和５６年（1981）「常用漢字表」制定1945字
　⇒之繞を１点に統一。ただし「ツジ」は表外漢字なので１点・２点が併用

昭和５８年（1983）JIS漢字コード改定
　⇒　第一水準（常用漢字含む）2965字の之繞は１点　＊「ツジ」は１点
　　　第二水準の之繞は２点

平成１２年（2000）「表外漢字字体表」制定1022字　
　⇒「ツジ」は２点となるが、１点も許容する

平成１６年（2004）JIS漢字コード改定　⇒「ツジ」を1点から２点に変更。

平成１９年（2007）Windows Vista 日本で発売開始　（MacOS X 10.5以降）
　⇒「ツジ」を２点とする。世の中に２点の「ツジ」が普及し始める。



  

平成１９年（2007）朝日新聞が紙面宣言
　⇒常用漢字の之繞は１点。表外漢字の之繞は２点。ただし「ツジ」は１点
　　とする。理由は「普通名詞での用法より姓などの固有名詞での使用が多
　　いので、１点を維持した方が現実的である」
　　一方、一太郎2007は２点を採用。

平成２２年（2010）「改定常用漢字表」（新常用漢字）制定2136字
　　⇒「ツジ」は表外のまま。⇒朝日新聞は従来通り１点のまま。

現在の之繞の取り扱い
「改定常用漢字表」⇒４７字（違、遺、過、近、遠など）が１点。
　　　　　　　　　　６字（逸、遅、辺、髄、随）が１点又は２点。
　　　　　　　　　　３字（遡、遜、謎）が２点、１点も許容。
「表外漢字字体表」⇒２７字（辻を含む）が２点、１点も許容。



  

　「辻」「辻󠄀」は国字

　国字：日本で創作された字
　　　　辻、込、畑、畠、峠、躾、〆、笹、鞆、枠、俣、鰯、鯵、鰹など

　特徴：①訓のみで音がない。
　　　　②清の「康煕字典」(1716)に載っていない。

　日本から中国に逆輸入した国字　　辻󠄀、畑、畠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　辻堂駅ホームの表示
　　　　

日本　　辻󠄀　　　　辻

中国　　　　辻󠄀　　　辻󠄀



  



  

　「辻」「辻󠄀」はいつから？
　
　　和名類聚抄（わみょうるいじゅしょう）：

　　　平安中期（931～938）の漢語・和語対照の辞書
　　　漢語「十字」の俗用字（国字）として使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　出土文字資料の「辻󠄀」

　　　①埼玉県日高市・拾石（じゅっこく）遺跡

　　　　９世紀（851～875）須恵器の杯に墨書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　



  

　
　　　②鳥取市・青谷横木遺跡（古代山陽道跡）

　　　　１０世紀後半　木簡

　　九月十八日前員七十一束　辻󠄀七十束

　国字の「辻󠄀」が関東や山陰にも普及している
　　



  

　
　日本古代の之繞の点の数

　　法隆寺　釈迦三尊像光背銘　２点しんにょう　　

　　　　　　金堂薬師如来像光背銘　１点しんにょう　

　　　　　　戊子年銘釈迦三尊像　２点及び１点しんにょう

　　　　
　　　　天平時代からしんにょうの点の数は混在していた
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